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推進会議の構成団体間の情報共有を目的として発行している
「あったか子育てニュースレター」。本号は、令和６年４月以降の、
丹後管内各市町の子育て窓口、また「春のこどもまんなか月間」に
ついて、お知らせいたします。

これまで子育て家庭への支援は、主に産後から乳幼児期を支える母子保健と、虐待防止
など18歳までの子どもを支える児童福祉、大きく二つに分かれていましたが、児童福祉法
の改正で、この４月から、それらを一体的に担う「こども家庭センター」の設置が市町村
の努力義務となりました。
令和６年４月から、担当課名が変わったり、窓口の場所が変わる市町もあるとのことで、

どのような変化があったか、お伺いしてきました。

Q.この４月から、変わったことなどありますか？
こども家庭センターを設置し、すべての妊産婦や子育て世帯、こどもを切れ目なく、

一体的に支援する体制になりました。

Q.組織が変わったことで、これまでと相談窓口など変わりますか？
大きくは変わりません。宮津市の子育て相談窓口は、これまで

どおりミップル４階。隣接する子育て支援センター「にっこりあ」
も引き続きご利用いただけます。保育士による子育て親子への支援
等も実施しているので、お気軽に遊びに来てください。

◆総合相談窓口はこちら
こども家庭センター（子ども未来課）
場所：宮津市字浜町3012ミップル４階（宮津市福祉・教育総合プラザ）
電話：0772-45-1621
受付：8:30～17:15（月～金）

Q.４月から窓口が変わるとお聞きしましたが、大きく
変わった点はどこですか？
子育てに関わる相談窓口を峰山総合福祉センターに統合

しました。これまで、大宮庁舎に分かれていた機能も峰山
に集まり、ワンストップで相談できるようになりました。
「いつでも、どんなことでも、ここに聞けばOK！」

をモットーにした相談窓口「はぐはぐ」も、これまでどおり
利用いただけます。

◆総合相談窓口はこちら
こども家庭センター（子育て支援課）
場所：京丹後市峰山町杉谷691番地（峰山総合福祉センター東館１階）
電話：0772-69-0370
受付：8:30～17:15（月～金）

宮津市

京丹後市



Q.新年度で変わったことはありますか？
これまでどおり、子育てに関する悩みの相談や、母子健康

手帳の発行等は子育て世代包括支援センター（保健センター内）
で受け付けています。
また、センター内にぽかぽかルームを設けており、

親子でゆったり過ごしてもらったり、友達と交流して
いただけます。

◆総合相談窓口はこちら
子育て世代包括支援センター（保健福祉課）
場所：与謝郡伊根町字日出646番地（伊根町保健センター内）
電話： 0772-32-3031
受付：8:30～17:15（月～金）

◆総合相談窓口はこちら
こども家庭センター（子育て応援課）
場所：与謝郡与謝野町字加悦433番地 加悦庁舎２階
電話：0772-43-9024
受付：8:30～17:15（月～金）

Q.子育てに関する相談窓口はどこになりますか？
与謝野町も、この４月から、子育て応援課がこども家庭

センターの機能を持つことになりましたが、これまでから
加悦庁舎の子育て応援課でワンストップの相談を行って
いますので、大きく変わることはありません。
子育て応援課の前には、キッズスペースも準備していますので、

お子様連れでも安心して来ていただけます。

こども家庭庁では、令和５年度から５月を「春のこどもまんなか月間」、11月を「秋の
こどもまんなか月間」と定めています。こども家庭庁で実施している各種キャンペーン、
表彰等の取組については、それぞれ当該月間中の取組の一つとして位置づけ実施すること
としています。５月５日（日）～11日（土）をこどもまんなか児童福祉週間としています。

伊根町

与謝野町

京都府では、公共の場で泣き始めた赤ちゃんを早く泣き止ませようと
懸命にあやしているママ・パパに、周囲が「泣いても気にしませんよ」
という受容の気持ちを示す「WEラブ赤ちゃんプロジェクト」を実施して
います。こども・子育てにやさしい社会づくりに取り組む「春のこども
まんなか月間」にあわせ、京都府内の56の商店街で「WEラブ
赤ちゃんプロジェクト」の啓発フラッグやタペストリー、
ポスターを一斉掲示し、広く啓発を行います。
（令和６年５月１日（水）～５月31日（金））

５月は「春のこどもまんなか月間」です。


